
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月２６日（土）、午後 1 時から、本郷小学校を会場にして、本郷第三地区社会福祉協議会の総会が 

４７名中３６名の会員の出席により開催されました。 

 総会では、議長の村田可代子会長の議事により、平成２５年度事業報告と決算報告および２６年度事 

業計画(案)と予算(案)について審議がされました。 

 総会で承認された平成２６年度の事業計画の概要は以下のとおりです。 

≪事業内容≫ 

１ 本郷第三地区支えあいネットワークとの共同事業 

  （訪問活動分科会／災害時分科会／広報分科会／ボランティア分科会／子育て関連分科会） 

  ① 広報紙「本三みらい」の発行 

     （うち 1 回は全世帯配布） 

  ② 福祉団体との交流会開催 

  ③ 各分科会による研修会開催 

２ 「慶寿会」の開催 

３ 福祉団体への活動支援 

  ① 助成金支給（１１団体） 

② 町内会・自治会の「敬老事業」 

への助成金支給 

４ 支えあいネットワーク関連事業運営 

  ① 全体会 （３月） 

  ② 幹事会 （７回） 
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本 三 み ら い 
 

発行者 村田可代子 

◇本郷第三地区 

 社会福祉協議会 

◇本郷第三地区 

支えあいﾈｯﾄﾜｰｸ 

町内会・自治会の主な行事予定（写真は昨年度実施） 

●鍛冶ヶ谷町内会 
夏祭り盆踊り 7 月 26 日(土)、27 日(日) 
敬老昼食会           9 月  7 日(日) 
町民体育祭          10 月 19 日(日) 
避難・防災訓練      11 月 15 日(土) 
防災研修会   27 年 2 月 17 日(火)予定 
町内会ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ       3 月  8 日(日) 

●ラーバン港南台自治会 

敬老事業            9 月 15 日(月・祝) 
自主防災訓練      11 月  9 日(日) 
ラーバンお楽しみ会  1 月 
お茶会            5､6､7､9月､27年2月 
お茶会(10 日)  7 月、9 月、10 月、2 月 

 

●若竹町内会 

避難訓練   5 月 25 日(日)、11 月(炊出し) 

子ども会 縁日  8 月 

クリスマス会 12 月 

若竹ふるさと祭り 9 月末 

シニアクラブ(羽衣会) 

バス旅行 7 月、11 月 

 

 

 

●元大橋町内会 
元大橋ふれあいまつり 8 月 2 日(土) 
日帰りバス旅行  10 月 
栄警察署と 
合同防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 10 月 

防災訓練     11 月 

●港南台プリンスハイツ自治会 

夏祭り          7 月 
防災訓練      12 月 
スポーツレクレーション等 未定 

●本郷富士見ヶ丘自治会 

防災訓練   未定 

●ローレルスクエア港南台自治会 
ローレルふれあい秋祭り 10 月 12 日(日) 

防災訓練   27 年 3 月 

●若竹山手町会 
バス旅行 11 月 

●中野町内会 
バス旅行 8 月 
懇親会  未定 
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第２回本郷第三ふれあいスポーツまつり開催のお知らせ 
  日時：9 月 23 日（火・祝）１０時～   

  場所：本郷小学校校庭  さまざまな競技やアトラクションでお楽しみください 

２６年度 地区社協総会開かれる 

 

 

支えあいネットワーク災害時分科会代表の今野光芳さん

（若竹町在住）にお話を伺いました。 

災害時分科会代表になったきっかけ 

 ３名の防犯指導員のひとりで、 

他のメンバーから推薦されて引き 

受けました。 

苦労話はありますか？ 

 企画にみんなが協力してくれるので苦労話は 

ありません。意見が合わず会議がまとまらないこともあ

りましたが、それが活力となって大きな研修会を開催す

ることもできました。 

ほかにどんな活動をしていますか？ 

 防犯指導員、地域交通安全推進委員、桜井小学校地域

防災拠点運営委員長、桜井小学校学援隊副隊長など 

 県警本部長防犯功労賞受賞（平成 26 年５月） 

慶寿会のお知らせ 

日 時 10 月 26 日（日） 

    10 時～14 時 

会 場 本郷小学校体育館 

招待者 本郷第三地区にお住まいの 

７０歳以上の高齢者、 

65 歳以上の一人暮らし高齢者

の方 

 

分科会訪問① 災害時分科会  

８月 23 日(土) 10:00～12:00、中野地域ケアプラザ会

議室において、災害時要援護者支援講座『ささえあうた

めに知っておきたいこと』を開催します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鍛冶ケ谷市民の森は、栄区内で 5 カ所目、本郷第三地区では初めての市民の森として、5 月２４日に全面公開されました。もともとはマン 

ションの建設予定地でしたが地元の強い働きかけで、平成 21 年市民の森に指定され整備が始まりました。 

 同所には古墳時代後期の墓制である宮ノ前横穴墓が 24 基残存しています。この貴重な遺跡と、北広場から見える富士山、小鳥のさえずり、

秋には紅葉と、市民の憩いの場として利用することができます。 

 公開に先立ち、3 月 29 日に行われた開園式典では、尾仲栄区長はじめ来賓の皆様の挨拶、獅子舞、テープカットの後、参加者が園内を 

散策しました。 
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緑に囲まれた鍛冶ヶ谷集会所で、催しやカラオケを月１

回楽しんでいるサロンです。 

 「こんにちは！」、「お元気でしたか！」、みなさんの笑顔

でサロンが始まります。 

 季節の花が飾られているテーブルでお菓子をいただきな

がら、おしゃべりに花を咲かせます。 

 「会えてよかった。」、「また来たいね。」、この場で知り合

い、仲間づくり、 

出会いの場となっ 

ています。 

 ホットな一日を 

モットーに活動を 

続けています。 

 

 

 

活動団体紹介 No.１０ 

な で し こ サ ロ ン 

 ３月３０日(日)、本郷第三ふれあい

スポーツまつり実行委員会主催の 

バーベキューが上郷森の家で行われ

ました。 

 当初は、ハイキング＆バーベキュー

として計画されましたが、あいにくの

雨模様のためバーベキューのみが実

施されました。 

本郷第三地区 森の家でのバーベキュー 

  

当日は５０名の参加者が集

い、下ごしらえ、火起こしか

ら調理まで全員で協力して行

いました。 

 自然の中で食べる焼きそば

や焼肉はとてもおいしかった

です。 

 子どもたちの中にはふだん

苦手な野菜なども喜んで食べ

る姿も見られました。 

 

第三連合、各町内会､自治会でいろいろな行事が催されました 

●鍛冶ヶ谷町内会「日帰りバス旅行」 

 ３月２日(日)、総勢 95 名、バス２台で恒例のバス旅行が実施さ

れました。今回は、日本平、三保の松原、久能山、いちご狩りと盛

りだくさんのバス旅行でした。 

 世界遺産に登録された富士山を三保の松原から見られると期待し

ましたが、残念ながら雨・・・。最後まで富士山には会えませんで

した。 

 久能山東照宮では歩きにくい 

石段を登り、山の中の緑が目に 

とても心地よく、せわしい毎日 

から開放されたひとときでした。 

 また石垣で育てられている石 

垣いちごは大きくてとても甘い 

いちごでした。 

 静岡マラソンによる交通規制のため 

回り道をしましたが、定刻に帰ってく 

ることができました。 

 傘が手放せない一日でしたが、町内 

会の人との親睦がはかれた旅行でした。 

鍛冶ケ谷市民の森 全面公開される 

●若竹町内会「安否確認・通報訓練」 

 ５月 25 日(日)、若竹町としては初めての震度５以上の地

震を想定した安否確認と通報の訓練を実施しました。 

 町内会員には事前に自身の無事を知らせるピンクの帯布

を配布し、訓練開始時に玄関先の見やすい場所に掲げてもら

いました。 

 町内の要援護者の方は約 80 名。 

支援者は担当要援護者のお宅に行き 

ピンクの帯布が出ているかを確認、 

ピンクの帯布が出ていたときは、無 

事を確認した印にブルーの帯布を並 

べて付けることとしました。 

 すべての確認、連絡に約１時間かかりましたが、町内の意

識も高く概ね満足のいく 

結果であったと思います。 

まだ問題点もありますが、 

今後も継続的に訓練をす 

る中で解決していきたい 

と思います。 


